
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
福井県坂井市　坂井市立三国病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 105

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 12 - ド 透 訓 救 - - 105

105

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　当院は、市内でも数少ない産婦人科、小児科、
人工透析を標榜するとともに救急告示病院として
二次救急医療を担い、市民が安心して暮らし、子
供を産み育てるための重要な社会インフラとして
の役割を担っています。今後もこの役割を継続し
て担いつつ、高齢化に伴い増加が予想される回復
期需要に的確に対応し、福井市をはじめとした急
性期病院の後方支援機能を担います。

92,508 8,291 第２種該当 １０：１ 105 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成２９年３月に策定された坂井市立三国病院
新改革プランでは、 平成３２年度までに経常収
支比率１００％以上、病床利用率７０％以上を目
標としています。平成２９年７月に地域包括ケア
病床を４階病棟５５床のうち４３床導入しまし
た。その結果、病床利用率は、目標値の７０％に
は届かなかったものの前年度に比べ増加しまし
た。入院患者及び外来患者１人１日当たり収益
は、どちらも前年度と比較して増加しました。職
員給与費比率については、公立病院の使命とし
て、採算性の低い部門、特に産科（分娩等の周産
期医療）、小児科等を維持する必要があり、ま
た、救急に対応するための医師や看護師の配置
（夜間、土・日・祝日等）などがあり、これらを
維持するために類似病院と比較して、職員給与費
が高い水準にあります。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

59.2当該値 91.3 92.3 96.6 97.1 93.3 当該値 77.8 85.7

32,721 33,490

53.5 60.3

平均値 96.3 96.9 98.3 96.7 96.6 平均値

149.8 165.2 158.4 当該値 61.5 61.283.0 76.5 81.0 当該値 135.9 140.5

68.5 69.8 69.7

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

121.0 112.9 118.9 119.5 116.9 平均値86.6 85.4 85.3 84.2 83.9 平均値 68.3 67.9

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、類似病院の平均値
を下回っています。１床当たり有形固定資産は、
類似病院平均値を上回っているため、改善に向け
ての検討が必要であります。当院は、平成１８年
に現在の場所に移転して１２年以上が経過してお
り、医療機器については、移転前の医療機器を継
続して使用している機器もあるため、老朽化が現
れています。今後、医療機器の新規購入から情
報・運用管理、故障時のメーカーとのやり取りを
調査・検討し、医療機器の更新を図っていきま
す。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

32,431 32,532

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,437 9,726 10,037 9,976 10,13033,492 34,136

16.1当該値 64.3 57.2 61.1 70.7 67.4

平均値 31,585

当該値 20.0 17.8当該値 7,921 7,935 7,655 7,537 7,86731,861 33,621 18.3 18.2当該値 27,540

全体総括

平均値 19.3 18.9 19.0 18.7 18.3平均値 61.2 62.1 62.5 63.4 63.4

H27 H28 H29

　当院は、平成２５年度以降、病床利用率が７
０％未満である低水準な状況が続いています。そ
のため、病床利用率の改善と福井県地域医療構想
との整合性を図るため、平成２９年７月に地域包
括ケア病床を４階病床５５床のうち４３床導入し
ました。その結果、前年度と比較して病床利用率
は増加しました。病床利用率が低い要因として
は、当院は、公立病院であるが介護施設はない、
さらに、療養病床はないとなると紹介される入院
患者が少ないのが現状であります。このような
中、今後、当院の職員が一丸となって様々な角度
から調査・検討し、平成３２年度までに新改革プ
ランの目標値である病床利用率７０％を目指して
いきます。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

45,174,410 45,498,752 45,495,448

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,139,294 35,115,689 35,730,958 37,752,628

当該値 34.5 34.6 37.8 41.0 43.0

H29 H25 H26

当該値 46,236,562 44,983,781当該値 70.2 67.3 72.2 76.7 78.4

39,094,598平均値 63.3 69.6 69.2 69.7 71.3平均値 48.0 52.2 52.4 52.5 53.5
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③１床当たり有形固定資産(円)
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【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】


